
　野市町父養寺で双子の姉妹がパンと洋菓子を販
売するお店。店名は、たくさんの人に自分たちの作っ
たものを食べてもらいたいという思いから、ミクロネシ
ア語で「食べて食べて」という意味の「mongo 
mongo」と名付けました♪  高知県や地域の食材を
使用したパンは、リンゴとニンジンからおこした自家
製天然酵母のものもあり、商品が多く並ぶ時には約
20種類ほどを焼いています。ケーキや焼き菓子は定
番のものもありますが、季節のものを取り入れ、そ
の都度メニューを変更。また、レモンや梅などはジャ
ムにして、ソーダで割ってジュースにするなど、ドリン
クのテイクアウトも楽しめます ！  少し分かりづらい場
所にありますが、皆さんぜひお越しください♪

犬への配慮と思いやりを
お願いします
豆柴ドックカフェmomoca

　人が怖くてついつい吠えたり怒ったりしてしまいます
が、性格は大人しく、「撫でて撫でて ！ 」と甘えん
坊。撫でるのをやめると「え ？ もう終わり ？ 」といっ
た顔をします。得意技の“ハイタッチ”も披露してく
れましたよ ！  両手でハイタッチする姿が何とも愛らし
い♪  その愛らしい見かけによらず、「カエルやタヌキ
を追いかけまわして遊ぶ」という結構ワンパクな一面
も ！  そんなれなちゃん、公益社団法人 日本犬保存
会の開催する大会で賞をもらったこともあるんです ！  
チャームポイントである“愛らしい目”も高く評価され
ました。あんなウルッとした目で見つめられたら誰も
放っておけませんよね。

ウルッとした愛らしい目が
チャームポイント
國吉 れなちゃん  （９歳）

香北支所
管内より

赤岡支所管内より

　香北町韮生野にあり、豆柴専門のブリーダー「高
知パピーズ」さんが運営しています。運営者の川田
さんは、親犬たちのゲージ内にいる時間を減らしたい
という思いから店をオープン。犬に対して思いやりや
愛情をもって接してほしいと言います。「昨年６月に
も動物愛護法が改正され、犬を保護する法律になっ
てきましたが、本当に犬を大切にして頂きたい。この
考え方に賛同してくれる人が増え、それが当たり前に
なることを望んでいます」と、誰よりも犬思いな川田
さん。現在は予約制で営業しており、土日はドリンク
とデザートを、平日はランチもやっています。無農薬
の“オーガニックフレーバーティー”があり、それが
どれも魅力的なんです♪

地区担当
者より

季節の旬を召し上がれ ！
mongo mongo

飯田 沙織さん  （右：パン担当）
芦田 陽子さん  （左：洋菓子担当）

いい　だ　 さ おり

あし　だ　よう こ

　香我美町岸本にある「武市神栄堂」。４代目である洋三
さんと奥様の智子さんが二人三脚で経営しています。この
時期のオススメはいちご大福とせとか大福 ！  年中販売す
る豆大福も人気の商品です☆  和菓子を作るのは洋三さ
んですが、ご夫婦の和菓子に対するこだわりは強く、美味
しいのはもちろん、満足のいく仕上がりでなければ販売しま
せん ！  ２Lサイズのいちごや温室せとか、北海道産の黒
豆を使用するなど材料にもこだわっています。ご夫婦は
「地域に根付き、お客さんが日常で食べてくれ、リピートし
てもらえるような和菓子を販売するのが目標」と話してくれ
ました。また、現在12歳の息子さんが後を継ぐと言ってく
れているそうで、５代目の活躍が楽しみですね ！

材料も品質にもこだわった和菓子
夢菓房  武市神栄堂

武市 洋三さん  （51）
武市 智子さん  （50）

たけ ち　 よう ぞう

たけ ち　とも　こ

くに よし

香我美支所管内より

ウルウルお目目

え ？ もう終わり ？ の顔

天然酵母のパンは
水・土・日に販売しています。

詳しい情報は
「mongo mongo」のＨＰを

ご覧ください。

お店の看板犬「ももかちゃん」と
店のスタッフさん ！

ももかちゃんは賢くて甘えん坊で
人懐っこい性格。

可愛さに癒されました♪

詳しくは
こちらから ！
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

ミ
ツ
バ

香
り
が
良
く
、お
吸
い
物
に
重
宝

　

ミ
ツ
バ
は
日
本
原
産
の
セ
リ
科
野
菜
で
、
半
日
陰

で
も
よ
く
育
ち
、
乾
燥
に
弱
い
の
で
、
他
の
野
菜
の

陰
に
な
る
所
に
適
し
ま
す
。
種
ま
き
の
適
期
は
４
〜

５
月
と
９
月
で
す
。　

　

ミ
ツ
バ
の
発
芽
適
温
は
20
度
前
後
で
、
10
度
以
下

の
低
温
や
30
度
以
上
の
高
温
で
は
発
芽
が
困
難
で

す
。
発
芽
後
は
10
〜
20
度
で
よ
く
成
長
し
ま
す
。
な

お
、
低
温
に
よ
り
発
芽
分
化
し
、
そ
の
後
の
高
温
・

長
日
で
と
う
立
ち
す
る
た
め
、
温
暖
地
で
は
４
月
中

旬
以
降
、
寒
冷
地
で
は
５
月
上
旬
以
降
に
種
ま
き
し

ま
す
。

　

ミ
ツ
バ
は
、
青
ミ
ツ
バ
（
ま
た
は
糸
ミ
ツ
バ
）、
切

り
ミ
ツ
バ
、
根
ミ
ツ
バ
の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
青

ミ
ツ
バ
は
青
々
と
し
た
葉
を
楽
し
む
品
種
で
、
店
頭

に
並
ぶ
の
は
ほ
と
ん
ど
が
水
耕
栽
培
で
す
。
切
り
ミ

ツ
バ
は
冬
に
根
株
を
掘
り
上
げ
、
こ
れ
を
室
（
む
ろ
）

と
い
う
暗
室
に
持
ち
込
ん
で
軟
白
さ
せ
た
物
で
、
根

を
切
っ
て
収
穫
さ
れ
ま
す
。
根
ミ
ツ
バ
は
春
か
ら
育

て
た
根
株
に
畑
の
ま
ま
で
土
を
掛
け
、
早
春
に
伸
び

て
き
た
と
こ
ろ
を
掘
り
取
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
青
ミ

ツ
バ
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
品
種
「
白
茎
三
ツ
葉
（
関
西
系
）」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
白
茎
み
つ
ば
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど
。

【
畑
の
準
備
】
種
ま
き
の
２
週
間
前
ま
で
に
１
平
方
ｍ

当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
施
し
、
よ
く
耕
し
て

お
き
ま
す
。
そ
の
後
、
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

で
10
％
）
１
０
０
ｇ
程
度
と
堆
肥
２
㎏
を
混
ぜ
、
幅

60
〜
90
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
作
り
ま
す
（
図
１
）。

【
種
ま
き
】
ベ
ッ
ド
と
直
角
に
、
20
㎝
間
隔
の
細
い
ま

き
溝
を
作
り
ま
す
。
ま
き
溝
に
１
㎝
間
隔
に
種
を
ま

き
ま
す
。
種
は
好
光
性
な
の
で
、隠
れ
る
程
度（
５
㎜
）

に
土
を
薄
く
掛
け
ま
す
。
発
芽
ま
で
、
十
分
か
ん
水

し
ま
す
（
図
２
）。

【
管
理
】
早
ま
き
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
で
ト
ン
ネ

ル
を
作
り
、
発
芽
を
促
し
ま
す
。
不
織
布
の
べ
た
掛

け
は
、
安
定
し
た
発
芽
に
役
立
ち
ま
す
。

　

追
肥
は
２
〜
３
週
間
ご
と
に
、
１
平
方
ｍ
当
た
り

30
ｇ
程
度
を
与
え
ま
す
（
図
３
）。
ま
た
、
乾
燥
に

弱
い
た
め
畑
が
乾
い
た
ら
か
ん
水
し
、
真
夏
の
高
温
・

強
光
下
で
は
黒
寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
日
よ
け
し
ま
す
。

【
収
穫
】
草
丈
20
〜
25
㎝
に
な
っ
た
ら
、
地
際
よ
り
少

し
上
で
刈
り
取
り
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
後
か
ら
、
新

し
い
葉
が
伸
び
出
し
て
き
ま
す
（
図
４
）。
な
お
、
冬

に
は
寒
さ
で
茎
葉
が
枯
れ
ま
す
が
、
春
に
は
越
冬
し

た
根
株
か
ら
新
た
な
茎
葉
が
伸
び
て
き
ま
す
。

●
被
害
の
よ
う
す
・
ポ
イ
ン
ト

　

若
い
葉
や
緑
枝
、
幼
果
な
ど
に
多
く
の
虫

が
集
中
し
て
寄
生
し
、
養
液
を
吸
収
し
ま
す
。

吸
収
さ
れ
た
葉
や
果
実
は
成
長
す
る
に
つ
れ

て
変
形
し
、
葉
が
ゆ
が
ん
だ
り
、
果
実
に
コ
ブ

を
生
じ
た
り
し
ま
す
。
被
害
が
ひ
ど
い
と
落

果
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
虫
は
糖
分
を
含
む
液
を
多

量
に
排
せ
つ
し
、
枝
葉
や
果
実
に
ひ
ど
い
す

す
病
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　

密
度
が
高
く
な
る
と
、
若
葉
の
表
面
や
緑

枝
の
上
に
も
寄
生
し
ま
す
。
と
く
に
組
織
の

軟
ら
か
い
部
分
に
多
く
、
幼
果
で
は
果
梗
部

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

す
す
病
を
発
生
さ
せ
る
虫
は
す
べ
て
同
様

で
す
が
、
下
枝
の
す
す
病
に
注
意
し
、
そ
の

あ
た
り
の
枝
葉
を
調
べ
る
と
発
見
し
や
す
い

で
す
。

●
防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

　

風
通
し
、
日
当
た
り
の
悪
い
密
植
園
で
は

葉
の
重
な
っ
た
部
分
に
多
く
寄
生
す
る
の
で
、

間
伐
・
剪
定
に
よ
り
改
善
し
ま
す
。

　

多
発
園
を
薬
剤
で
防
除
し
た
場
合
に
は
、

あ
と
で
園
内
を
見
ま
わ
り
、
く
っ
つ
き
合
っ

た
葉
の
間
で
み
ら
れ
る
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

集
団
を
よ
く
調
べ
て
生
死
を
確
か
め
ま
す
。

薬
剤
が
よ
く
効
い
て
い
る
と
、
こ
の
よ
う
な

集
団
は
す
べ
て
死
ん
で
お
り
、
触
れ
る
と
パ

ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
時
間
が
経

つ
と
、
虫
の
死
体
は
な
く
、
白
い
ロ
ウ
物
質
の

く
ず
れ
た
も
の
が
葉
に
付
着
し
て
い
る
状
態

さ
ぶ
た
状
の
偽
子
座
が
形
成
さ
れ
、
細
根
の

褐
変
部
分
を
光
学
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、

擬
似
微
小
菌
核
の
形
成
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

症
状
は
地
際
部
〜
地
下
部
に
だ
け
発
現
し
、

葉
の
病
斑
や
茎
の
導
管
の
褐
変
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

〈
対
策
防
除
〉

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
台
に
安

易
に
感
染
す
る
為
、
多
発
園
地
で
は
カ
ン

ピ
ョ
ウ
以
外
の
台
木
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
低
温
・
多
湿
で
発
病
し

や
す
く
な
る
為
、
温
湿
度
管
理
を
小
ま
め
に

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
病
害
に
起
因
す
る
本
病
は
、
薬
剤
散

布
に
よ
る
根
本
的
治
療
が
存
在
し
な
い
為
、

残
渣
の
適
正
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
土
壌

消
毒
を
徹
底
し
、
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

土
壌
燻
蒸
剤
／
ソ
イ
リ
ー
ン
・
ド
ロ
ク
ロ
ー

ル
（
ピ
ク
リ
ン
）
か
ん
注
処
理
【
全
面
処
理

10
ａ
／
30
ℓ
、
畝
上
処
理
10
ａ
／
15
〜
20
ℓ
】

〈
生
態
と
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

糸
状
菌
の
一
種
で
、
感
染
程
度
は
通
常
の

糸
状
菌
種
（
フ
ザ
リ
ウ
ム
等
）
と
同
等
と
さ

れ
て
お
り
、
高
知
県
内
で
も
症
例
は
少
な
い

で
す
が
発
生
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
カ
ン

ピ
ョ
ウ
台
に
感
染
し
や
す
く
、
定
植
後
一
か

月
頃
か
ら
発
生
し
始
め
、
収
穫
直
前
ま
で
発

生
し
ま
す
。

　

発
病
初
期
に
は
、
健
全
株
に
比
べ
生
育
が

悪
く
、
晴
天
時
の
日
中
に
つ
る
先
に
し
お
れ

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
株
全
体
の
葉
が
し
お
れ
る
よ
う
に
な

り
、
曇
り
や
雨
の
日
で
も
し
お
れ
が
回
復
し

な
く
な
り
ま
す
。
更
に
病
徴
が
進
む
と
最
終

的
に
は
枯
死
に
至
り
ま
す
が
、
急
激
な
病
徴

の
進
展
は
少
な
く
、
徐
々
に
し
お
れ
が
進
行

し
て
い
き
ま
す
。

　

発
病
株
の
根
を
注
意
深
く
抜
い
て
み
る

と
、
根
量
が
少
な
く
一
部
の
主
根
の
先
端
部

分
に
褐
色
の
病
斑
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
腐
敗

の
進
ん
だ
根
に
は
菌
糸
の
塊
で
あ
る
黒
い
か

に
な
り
ま
す
。

　

有
機
リ
ン
剤
は
、
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

を
は
じ
め
と
し
て
他
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
成
虫

と
の
同
時
防
除
を
し
ま
す
。
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ア
ブ
ラ
ム

シ
と
の
同
時
防
除
が
可
能
で
す
。

　

マ
シ
ン
油
乳
剤
は
か
け
む
ら
の
な
い
よ
う

に
た
っ
ぷ
り
散
布
し
、
ア
プ
ロ
ー
ド
水
和
剤

を
混
用
し
、
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
サ
ン

ホ
ー
ゼ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
と
の
同
時
防
除
と
し

て
下
さ
い
。

ハ
ウ
ス
ス
イ
カ
　
ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病

温
室
み
か
ん
〜
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
〜

↑コナカイガラムシの被害枝：
葉と葉のくっつきあった間に
発生することが多い。

↑果梗部周辺に寄生した
フジコナカイガラムシ

根域への罹病状況 
根部全体が黒褐変する

左：中等症状　右：重度症状

罹病株の細根褐変部拡大
形成された擬似微小菌核

出典：ルーラル電子図書館
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野市支所　56－0921　　 物部支所　　　58－3105
香北支所　59－2321　　 土佐山田支所　53－2155
吉川支所　55－2117　 　赤岡支所　　　55－2151
夜須支所　55－2155　　 香我美支所　　55－3135

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部

香美営農経済センター　56－2372

山田堰井筋土地改良区
全水系の水止め

組合員・利用者の皆様へ
物部支所Ａコ－プ閉店のお知らせ

　水路の維持管理・補修作業のため、次の期間、
山田堰井筋土地改良区全水系水路の水止めを実
施します。
　大変ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いし
ます。

　このたび、JA高知県経営基盤強化対策における施設再編計画の一環として、令和４年３月末をもって
物部支所Ａコ－プを閉店することとなりました。　
　これまで長きにわたり、ご支援賜りました皆様にご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申し上げますとともに、
心より感謝申し上げます。
　尚、購買店舗はこれまでどおりの運営となりますので、ご利用のほど宜しくお願い申し上げます。

３月１日（火）  ８時　止水
３月９日（水）17時　通水
＊物部川合同堰（香美市土佐山田町神母ノ木）を
  止水・通水する時間です。
＊天候又は作業の都合等により、
  期間を延長することがあります。ご了承ください。

期　　 間

山田堰井筋土地改良区　☎0887－52－2311

問い合わせ先

物部川の町田堰より
取水している

農業用水の水止めについて
　幹線水路修繕工事のため、例年より水止めの期
間が２日間長くなります。

令和４年２月22日（火）  ８時～
令和４年２月28日（月）17時まで
※工法の変更により、前回のお知らせより期間が
　短縮になります。

期　　 間

物部川土地改良区連合　☎55－2216

水止めに関する問い合わせ

香南市役所　建設課　　☎50－3016 

工事に関する問い合わせ

高知県農業協同組合　香美地区物部支所

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２　TEL.0887－56－0121

特産センター　56－0061　　車輌センター　　56－0314
農機センター　53－4221　　LPガスセンター　53－4353
JA共済中央サービスセンター　088－821－6015
JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 56－5911（24時間対応）
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